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好に発達している（第 1図 a）．東西約 600 mに

































　　　　b）カサカンジャ （ー巨礫 A）と巨礫 B（南側から撮影）
－ 56 －
　巨礫 A（カサカンジャー）は，海食崖から北
東に 50 mの内陸に位置する（第 2図 a）．この巨
礫の大きさは長径 8.3 m，短径 6.4 m，厚さ 1.7 
mであり，この巨礫と基盤の間には径 1 mほど
の岩塊が挟まっており，基盤と巨礫との境界には
大きな隙間がある（第 2図 a）．第 2図に示した
ように，巨礫下部の基盤は周辺部よりもやや高く
なっており，台座岩となっている．その高さはお
よそ 60～ 70 cmであった．台座岩の表面には，




その大きさは，長径 7.5 m，短径 5.0 m，厚さ 3 
mである．巨礫 Aと同様に，台座岩を持ち，そ















の地表面低下速度）は，60～ 70 cm÷ 170 year 















h = 0.015 T　　　　　　　　　　　　　　　（1）
という関係が成り立つ．この式は次のように変形
される；
T = 66.7 h　　　　　　　　　　　　　　　（2）
この（2）式を用いると，台座岩の高さから，巨
礫が定置した時期 Tを推定することが可能にな
る．この式に，巨礫 A の台座高（h = 60 ～ 70 





(Surface lowering around pedestal)
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D = 0.025 T　　　　　　　　　　　　　　　（3）
この式は，次のように変形される；
T = 40 D　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
この式を用いることで，溶食凹地の Dの値から
石灰岩段丘の離水年代（T）を推定できる．（4）
式に，巨礫 A周辺の溶食凹地の深さ（D = 180～
210 cm）を代入すると，巨礫 Aの載っている段











できる．（3）式に溶食凹地の鉛直深 D = 50～ 70 









ら，巨礫が定置された時期は（8400～ 7200） － 
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